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三年間を顧みて 

岡太 彬訓 

2012 年に第 7 代理事長をお引き受けして 3 年

経ちました．長かったとも短かったとも感じます．

つつがなく任期を全うすることができましたのは，

会員各位，また，理事，監事，委員の皆様のお力

添えによるものと，心より御礼を申し上げます． 

学会は着実に成果を挙げてはいますが，2003

年から始まった会員数の減少により，現在会員数

は 2003 年当時の 8 割になり，さらに，学会の将

来を担う存在である準会員は 2006 年の半数以下

になりました．また，かつては毎月開催されてい

たシンポジウムである「月例シンポジウム」は，

「行動計量シンポジウム」と改称し，近年では年

間2回から1回を数えているだけです．このよう

な学会の状況に鑑み，学会の一層の発展を図るた

め第二次学会活性化委員会（繁桝算男委員長）で

検討をお願いし，委員会の提案に基づいた新しい

大会の運営や企画を 2015 年度の大会（於首都大

学東京）から実行に移します． 

学会誌「行動計量学」と「Behaviormetrika」，

さらに，大会予稿集の著作権の学会への譲渡，学

会ホームページの引用などについて，法的な面か

ら検討を加え，今後学会に不都合が生じる可能性

が小さくなるように対処しました．これは，研究

者の自由な活動を妨げかねない面もあり，諸刃の

剣ともいうべきですものですが，学会と学会員に

もたらす将来の利益と不利益を総合的に判断した

結果です．会員の皆様のご理解を十分頂いている

とは思いますが，この種の手続き的な問題も重要

であることを再認識して頂きたいと思う次第です． 

これらは，ある意味で従来の牧歌的な学会の運

営が色々な意味で難しくなってきたということの

一つの顕れであろうと思います．これには，様々

な面における環境の変化が影響しているのだと考

えます．研究業績について短期的な成果を要求さ

れるようになったこと，任期を限った研究職が多

くなり，じっくりと骨太の研究成果を目指すよう

な研究姿勢がとりにくいこともこれに関係してい

るのではないかと思います．かつては図書館で雑

誌をコピーし，また，葉書で別刷りを依頼して入

手していた資料は，電子的なファイルでやり取り

するようになりました．このような環境の変化に

伴って，研究者の間での研究上の暗黙の共通理解

が曖昧になり拡散してきたと思います．昨年には，

理化学研究所のSTAP細胞についての論文をめぐ

る問題が広く報道されました．伝えられた論文不

正が，研究者の共通理解の範囲外であることは論

を俟ちませんが，研究に携わっている全ての者に

対して，単に研究上の倫理という抽象的な問題だ

けではなく，より具体的な対応が必要であること

を物語っていると思います．もちろん研究者一人

一人の研究上の倫理が最も重要であることは，論

ずるまでもありません． 

四月から新理事長のもと，学会がこの分野の発

展に今後とも更に大きく貢献し，学会員の皆様の

ご研究の発展が目覚ましいものとなりますよう祈

念し，拙文を締めくくります． 

岡太 彬訓（おかだ・あきのり） 

1966年慶應義塾大学工学部管

理工学科卒業，工学博士，立教

大学名誉教授，多摩大学客員教

授，国際分類学会連合President 

elect
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役員異動のお知らせ 

 

以下のように学会役員に異動がありました． 

・学会賞選考委員会 

委員長 村上  隆 （就任） 

委員長 繁桝 算男（退任） 

 

 

 

日本行動計量学会第43回大会のお知らせ  

大会実行委員長 中尾 啓子（首都大学東京） 

 

前回の会報でもお知らせいたしまたが，第 43

回大会を，首都大学東京・南大沢キャンパスにて，

2015年9月１日（火）～ 9月4日（金）の日程

で開催いたします．各種日程が決定しましたので，

以下にお知らせいたします． 

 

日 時： 2015年9月1日（火）～ 9月4日（金） 

場 所：首都大学東京南大沢キャンパス 

   〒192-0397東京都八王子市南大沢1-1 

        大会実行委員長：中尾 啓子 

大会Webサイト：http://bsj.wdc-jp.com/2015 / 

首都大学東京南大沢キャンパスアクセス：

http://www.tmu.ac.jp/university/campus_guid

e/access.html 

 

各種日程： 

3月2日： 特別セッション企画募集開始 

＊特別セッションの発表形式は口頭発表・ポスタ

ー発表のいずれかを選択可能です． 

4月1日： 一般研究発表・事前参加申し込みなど

各種申込開始 

＊一般セッションの発表形式は口頭発表・ポスタ

ー発表のいずれかを選択可能です． 

4月30日：特別セッション企画募集締切 

6月1日：一般研究発表申込締切 

6月8日： 抄録原稿提出締切 

8月12日：事前参加申込・参加費入金締切 

特別セッションの企画，一般研究発表，参加申し

込みなどは，すべて大会 Web サイト

（http://bsj.wdc-jp.com/2015/）を通じて行ってい

ただく予定です．詳細のご案内，参加費などは，

大会Webサイトをご覧下さい．  

今回は，新しい企画をご用意しております．ポ

スター・セッションとラウンド・テーブルです．

こちらの方もふるってご応募下さい．  

懇親会は，学会の意向およびサポートを受けて，

学生・院生は懇親会の負担を1,000円にするとい

う試みを実施することになりました．年齢に関わ

らず，学生・院生の方々は，どうぞこれを利用し

て懇親会にご出席下さい．懇親会は，首都大学東

京 国際交流会館内のルヴェソンヴェール南大沢

（http://www.leversonverre-tokyo.com/restaura

nt_minamiosawa/index.html）にて3日（金）に

行う予定でおります． 

会場の首都大学東京・南大沢キャンパスは，八

王子市にあります．新宿から京王線で橋本方面へ

向かい，南大沢駅で下車して下さい．改札口を出

て，右手方向にまっすぐ進んで行くと，キャンパ

スの正門があります．（駅から5分ほどです．）都

心に宿泊してのご参加も，十分可能です．どうぞ

お気軽にご参加下さいませ． 

今年の大会が，みなさまにとって有意義な会と

なるよう実行委員一同最善を尽くして，お待ち申

し上げます．では，9 月にお会いできるのを楽し

みにしております． 

 

 

http://bsj.wdc-jp.com/2015%20/
http://www.tmu.ac.jp/university/campus_guide/access.html
http://www.tmu.ac.jp/university/campus_guide/access.html
http://bsj.wdc-jp.com/2015/
http://www.leversonverre-tokyo.com/restaurant_minamiosawa/index.html
http://www.leversonverre-tokyo.com/restaurant_minamiosawa/index.html
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委員会活動報告 

 

大会担当委員会活動報告 

 

       大会担当委員会委員長   

森 裕一（岡山理科大学） 

 

大会担当委員会の大きな仕事は，1)大会開催校

の選定と2)大会の円滑運営を支援することです．

このために，前委員長をはじめ，理事でもあり大

会運営の経験がある方々計９名で委員会を構成し

ました． 

 1)は，本委員会の最大の業務で，今期は，2013，

14，15年度の開催校の選定でした．各委員が地域

や大会委員長の候補を出し合い，個別に打診をし

ながら決めていきました．理事会などにも助言を

受け，それぞれ東邦大学（菊地実行委員長），東北

大学（木村実行委員長），首都大学東京（中尾実行

委員長）にお引き受けいただくことができました． 

 2)に関して，今期，特に力を入れることになっ

たのが，「大会運営のあり方についての整備」でし

た．大会運営は，これまで「大会実行委員会が独

自に行う」という方針でしたが，定型業務や学会

との連携事項を大会毎にリセットしていては非効

率ですし，過去の慣習やうまくいったノウハウは

しっかり引き継ぐべきです．また，大会Web も

毎回構築するのは，大会実行委員会に労力面・費

用面で負担がかかりますし，利用者にとっても，

デザインや操作手順が毎回異なるのは，好ましい

ことではありません．そこで，大会運営を効率的

に行うための「マニュアル作り」と半恒久的な

「Web システム構築」を，今期の本委員会で行

うことが理事会で決まりました． 

 ちょうど（といいますか，上記目的のために），

2013年度（第41回）大会は現役の学会事務局長

が引き受けて下さいましたので，学会事務局と大

会担当委員会のメンバーが中心となって大会実行

委員会を組織し，実際に大会を運営しながら，マ

ニュアル作りと Webシステム構築を行っていき

ました．また，本会の会員管理等を委託している

国際文献株式会社さんが大会サポート業務の実 

績をおもちでしたので，「大会ヘルプデスク」とし

て，大会 Web構築と管理，各種申込と参加者管

理，原稿提出から抄録集印刷など，細々とした業

務を委託する形で，新しい運営形態を作り上げて

いきました． 

 学会のことがわかっている大会実行委員会と大

会ヘルプデスクでしたので，チームワークよく，

ノウハウができあがっていきました．大会担当委

員によるチェックも受けてできあがったマニュア

ルと Webシステム，および大会ヘルプデスクに

よるサポート体制は，今後の大会実行委員会の業

務軽減と外向きにも統一したインタフェース構築

ができたと思います．第42回大会から実際の利

用が始まっています． 

 以上に加え，第二次学会活性化検討委員会から

の提言に含まれている大会内容・運営に関する提

案や故柳井晴夫先生のご活躍とご貢献を讃える

「柳井レクチャー」を第43回大会から取り入れ

ることになり，この調整も行いました（詳細は，

前号の会報をご覧下さい）． 

 本会が，そして，行動計量学がますます発展し

ていくための１つの大きな役割を大会がしっかり

果たしていってくれることを願い，今期の活動報

告といたします． 
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広報委員会の三年間の活動から 

 

広報委員会委員長  

松本 渉（関西大学） 

 

3 年前より，森裕一前委員長（岡山理科大学）

の後任として広報委員会のお世話をさせて頂きま

した．広報委員会は，会報小委員会とインターネ

ット小委員会の 2 つの小委員会で構成され，1）

会報発行，2）インターネット広報（Web とメー

ルニュース），3）外部への広報活動（入会のご案

内と本会イベントの広報），4）その他，の4種類

の業務を下表のように両委員会で分担しています． 

業務 担当 

1）会報発行 

2）インターネット広報 

…会報小委員会 

…インターネット小委員会 

3）外部への広報活動 

4）その他 〉 2つの小委員会で担当 

3 年間の活動につきまして，4 種類の業務別に

広報委員会の活動をご説明いたします． 

1) 会報発行活動 

3年間（2012－2014年度），133号から144号

までの計12回，会報を発行して参りました． 

号 133 134 135 136 137 138 

頁数 27.5 18 25 22 24 16 

号 139 140 141 142 143 144 

頁数 26 18 31 21 43 19 

3年間での新しい取り組みは，次の通りです． 

●画像の積極的活用 

画像を積極的に取り入れるようにしました．巻

頭言や役員の紹介，海外レポートでは，執筆者の

顔写真を掲載するようにしました．少しでも会員

同士で声をかけやすくなっておれば幸いです． 

また会員の著書等のコーナーでは，書影を掲載

するようにしました．図書へのイメージを湧きや

すくするとともに，親しみをもちやすくしました． 

●内容面での記事充実 

役員就任や退任について，逐一会報で掲載する

ようにしました．従来役員は会員名簿にも掲載さ

れていますが，名簿発行後の就退任はWEB上で

表記が変更されるだけで記録として残りませんで

した．会報への掲載により記録を残しつつ，会員

の皆様に逐一お知らせできるようになりました． 

また，会報135号から「シリーズ海外レポート」

を広報委員が交代で執筆しました．会報を読みご

たえのある紙面にしようとする新しい試みでした． 

●「会員の著作等」への情報提供をアピール 

杉山明子賞（出版賞）への実質的な情報提供手

段の一つとして会員の著書等のコーナーを活用で

きることを訴え，著作情報の提供のおねがいをア

ピールしました．おかげさまで会員の著作等のコ

ーナーは徐々に充実してきました． 

●会報発送封筒サイズの変更 

2012 年 6 月発行の 133 号より，会報を発送す

る封筒のサイズを洋 0 から角 2 へ変更しました．

ページ数が増えても発想が可能になった上，折り

代の節約により発送費用全体が安くなりました．

また，他の郵便物に紛れにくくなりました． 

2) インターネット広報 

 WEB およびメールニュースでは，随時依頼に

より情報配信しています．後者では，2012 年度

71件，2013年度73件，2014年度（～2015年1

月）80件でした．この3年間でのインターネット

広報の新しい取り組みは，次の通りです． 

●英語版Webページを拡充しました 

以前は，問い合わせ先とBehaviormetrika誌の

情報に限られておりました英語版 Web ページ

（http://www.bsj.gr.jp/index_e.html）ですが，2014

年8月より他の学会基本情報も掲載しています． 

●日本語版WEBページの見直しと整備 

英語版のページを整備するに先立ち，古くなっ

た内容の更新やリンクが切れた箇所等の修正を行

い，わかりにくいコーナーを大幅に整理しました． 

また，「協賛イベント」について事務局から逐

一情報を受けるようにし，その都度WEBと会報

に掲載することで会員の皆様の便宜を図りました． 

●マイページ導入への対応 

 2012 年 9 月，学会事務局によってマイページ

が導入されましたので，それに対応した Web ペ

ージを用意しました． 

 

http://www.bsj.gr.jp/index_e.html
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●ホームページの引越しの完了 

前委員会の時代（2011 年 12 月 25 日）にホー

ムページを統計関連学会連合のサーバ上に移転し

ましたが，しばらく「学協会情報発信サービス」

上の旧サーバでも閲覧が可能でした．紛らわしい

ので，2012年8月に当該ページも削除しました． 

●メールニュース配信システムの変更 

 2010年4月より，（拒否される方を除き）会員

全員へ原則配信するようになっていたメールニュ

ースですが，2013年12月24日以降，（プロバイ

ダASAHINETの）メーリングリスト機能による

メールニュース配信を停止し，マイページの機能

を利用したニュースの配信に切り替えました． 

●Facebookページの公開 

2013 年 7 月から，情報発信強化と会員間の交

流促進のため，学会の公式 Facebook ページを公

開いたしました．2015 年 2 月 9 日現在で 161 件

もの「いいね！」をクリックして頂きました． 

3) 外部への広報活動 

●リーフレット「入会のご案内」の改訂 

2013 年 5 月に「入会のご案内」のリーフレッ

トの改訂を行いました．また「入会のご案内」の

リーフレットについては，大会やセミナー，シン

ポジウムにおいては，非会員の来場者に一人一人

にお渡しするよう各実行委員会に依頼しています． 

●本学会イベントの他学会等への発信力の強化 

本会の大会については，他の学会・協会へ広報

を行っていましたが，2013年3月開催の第15回

分から，春の合宿セミナーについても他の学会・

協会へ案内を行うようにいたしました． 

4) その他 

●求人情報の掲載範囲の拡大 

以前より，大学及びそれに準じた組織（国立研

究機関等）の教員公募などの求人情報を，会報や

メールニュースの記事としての掲載および学会ホ

ームページからのリンクの形で配信してきました．

2013年12月以降，賛助会員企業の求人情報につ

いても同様の取扱いとすることとなりました．た

だし，会報の広告欄への出稿（有料）については，

求人広告かどうかにかかわらず，引き続きお引き

受けしています（学会の目的に沿う広告に限る）． 

●広報依頼の受付のページの開設 

 2014年1月31日より，広報依頼の受付のペー

ジ（http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html）

を開設いたしました．入力フォームから画一的に

掲載希望をお受けできるようになりました． 

●間接的業務 

1）～3）を支えていくための間接的業務になり

ますが，2012年度，2013年度の大会開催中に，

対面での広報委員会を開催しました． 

第二次活性化検討委員会の提言について 

 昨年の総会および会報 143 号（12 月発行）に

て「第二次学会活性化検討委員会」が報告されま

した．会報における一層のビジュアル化の充実，

フェイスブックなどの活用が提言されています．

今期の広報委員会が目指してきた方向と概ね合致

しており，活性化に向けての活動を実施してきた

ことが確認できました．次期委員会でも引き続き

一層の活性化が達成されるものと期待します． 

今後の課題 

 副委員長および委員の皆様のご協力を得て，今

期の広報委員会は，幅広い活動を実現できました．

とはいえ，課題も残りました．次期以降の委員会

に託される課題を，以下に 3つあげておきます． 

●委員会内部の合理化・外注化 

 幅広い活動を展開した半面，各委員の先生方の

ボランティアに依存する面も大きくなっています．

WEB 関係など負担も大きいので，予算の許す限

りですが，ある程度は業務の外注化などで合理化

した方がよいのではないかと考えています． 

●英語情報のさらなる充実 

 英語版のWEBを充実させた結果，英語圏の方

で本学会に興味を持たれる方もおられるかもしれ

ません．しかし，入会案内などにつきましては，

一切英語の情報がありません．英語での学会情報

の一層の充実は今後の課題と考えます． 

●会報の同封物の取扱いの検討 

会報の同封物は，本学会からのお知らせや大会

のプログラム等に限定して扱い，それ以外のもの

については規定がありません．今後の広報委員会

では，同封物の取り扱いを一般的にどのようにす

るべきか検討する必要があります． 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
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運営委員会より 

運営委員会委員長    

大森 拓哉（多摩大学） 

 

平成27年度研究部会の募集期間延長のお知らせ 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティーに富んだ研究成果を挙

げることを目的とする研究グループがあります．

活動経費は，地域部会については1部会上限5万

円程度，研究グループは1部会5万円（採択件数

は優れた研究計画若干）です．地域部会について

は，都心部から東京近郊までを主たる活動地域と

する部会を考えておりません．平成27年度の研

究部会の募集を下記要領で行います．なお，採否

の審査結果は，4月中旬にお知らせする予定です． 

 

〇提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

下さい．）： 

(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定

者（会員・非会員別），助成希望金額，活動

予定（この順序で書くこと） 

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加

予定者（会員・非会員別），研究計画，活動

予定（この順序で書くこと） 

〇応募締切：平成27年3月31日（火）必着 

 

〇送付先（問合せ先）： 

日本行動計量学会 運営員会委員長 

大森拓哉 

ohmori@tama.ac.jp 

 

なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 

をご参照下さい． 

 

 

 

第17回春の合宿セミナーのご案内 

星野 崇宏（東京大学） 

 

第 17 回春の合宿セミナーを以下の日時・場所

にて開催いたします． 

 

日時：2015年3月7日（土）～3月8日（日） 

場所：東京大学駒場 Iキャンパス 

11号館（目黒区） 

 

内容：スケジュール 

【3月7日】 

9時45分  

・受付開始 開場 

 

10時20分～ 

・開会・オリエンテーション 

 

10時30分～12時30分 

 午前セッション 

・1-1-1 【基調講演】行動計量学と統計的機械学

習:－Deep Learning による深層 

表現学習を中心に－ 

麻生英樹先生（産業技術総合研究所） 

 

13時30分～17時45分：途中休憩15分 

 午後セッション 

・1-2-1 データ解析のための統計モデリング入門 

久保拓弥先生（北海道大学） 

・1-2-2 欠測データ解析入門 

高井啓二先生（関西大学） 

 

午後のコース終了後～ 

・懇親会 

 

【3月8日】 

10時30分～12時30分，13時30分～15時 前

半セッション 

・2-1-1 状態空間モデルによる時系列解析の統一

的理解と応用 

猪狩良介先生（ビデオリサーチ） 

mailto:ohmori@tama.ac.jp
http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf
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・2-1-2 行動計量学のためのベイズ推定における

モデル選択・評価 

岡田謙介先生（専修大学） 

 

15時15分～18時15分 後半セッション 

・2-2-1 消費者調査手法の新展開 －リサーチとい

う経験のデザイン－ 

小野滋先生（インサイトファクトリー） 

・2-2-2 クラスタリング・セグメンテーションと

その応用 

中山厚穂先生（首都大学東京） 

 

○参加費等詳細 

下記のウェブサイトをご覧下さい 

http://bayesian.wix.com/bsj2015springsem

inar 

 

お問い合わせは 

bsj-spring@toukei.org 

までお願い致します． 

 

 

 
 

 

 

「柳井レクチャー」実施要領（申し合わせ）

改定のお知らせ 

 

前号でお知らせいたしましたが 2013 年に逝去

された故柳井晴夫先生の，行動計量学に関するご

業績および学会へのご貢献を顕彰するため，2014

年11月10日開催の学会理事会にて「柳井レクチ

ャー」の創設が決定され，2015年の大会から実施

されます．また，実施要領（申し合わせ）が2015

年2月9日の理事会で改訂されましたのでお知ら

せいたします． 

 

「柳井レクチャー」実施要領（申し合わせ） 

日本行動計量学会理事会 

 

1．毎年1名，柳井レクチャーの講演者を選出し，

日本行動計量学会大会において 1 時間程度の

特別講演を行う． 

2．講演の内容は，故柳井晴夫先生のご業績に鑑

み，行動科学における計量的方法の理論と応用

とする． 

3．柳井レクチャーの候補者選定のための「柳井

レクチャー委員会」を組織し，講演者の候補を

理事会に推薦する．講演者の決定は理事会が行

う． 

4．講演者は，原則，日本行動計量学会会員とす

るが，非会員であることを妨げない． 

5．講演者には10万円を贈呈する． 

6．講演の内容は，「行動計量学」あるいは

Behaviormetrika に論文として掲載する（た

だし投稿の有無は講演者の選択）． 

7．当面 10 年間の取組とし，10 年後にその存続

を含め理事会にて議論する． 

8．柳井晴夫先生からのご遺志によるご寄付は柳

井レクチャーの原資とし，日本行動計量学会事

務局にて管理する． 

9．「柳井レクチャー委員会」のメンバーの選出を

始め，柳井レクチャーに関する必要事項は理事

会において，これを定める． 

 

平成27年2月9日改正

http://bayesian.wix.com/bsj2015springseminar
http://bayesian.wix.com/bsj2015springseminar
mailto:bsj-spring@toukei.org
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役員選挙の実施結果報告 

選挙管理委員会 委員長 松本 渉 （関西大学）

委員   宮崎 慧 （関西大学） 

山本倫生（京都大学） 

 

2014 年度は本学会役員の任期終了年度ですの

で，2015－2017年度の役員選挙を実施しました． 

下記の通り，役員選挙結果をご報告致します． 

 

【選挙実施概要】 

選挙人および被選挙人（有権者）：2014 年 4 月 1

日現在正会員またはシニア会員で，2014 年 11

月 10 日現在ひき続き正会員またはシニア会員

である者（2014年4月2日以降に入会した正会

員と，4 月 2 日以降に準会員から正会員への種

別変更のあった会員を除く）767名． 

投票方法：無記名．理事5名，監事 2名を記入． 

投票締切：2015(平成27)年1月16日(金) 必着． 

 

【開票概要】 

日時：2015(平成27)年1月26日(月) 

場所：関西大学総合情報学部 

返送総数：87票 

有効投票：84票 

無効投票：3票 

・投票用封筒（内封筒）への封入がない場合 2票 

・締切日までに届かなかった場合 1票（1/19着） 

 

【理事当選者】 

朝野  煕彦 足立 浩平 今泉   忠 

岩﨑   学 植野 真臣 大森  拓哉 

岡太  彬訓 岡田 謙介 尾崎  幸謙 

狩野   裕 菊地 賢一 椎名 久美子 

繁桝  算男 竹村 和久 中山  厚穂 

南風原 朝和 朴  堯星 橋本  貴充 

林    文 星野 崇宏 松本   渉 

森   裕一 山岡 和枝 吉野  諒三 

渡辺 美智子 以上25名(50音順) 

 

【監事当選者】 

村上 隆 渡部 洋 以上2名(50音順) 

なお本報告は，開票結果を速報する目的で作成

したものです．欠員が生じた場合は，役員選出に

関する細則第12条により，理事の欠員は補充せ

ず，監事については次点者の繰り上げ当選となり

ます． 

また新理事会の発足に伴い，5名以内の推薦理

事が細則第15条に基づいて追加されることが慣

例となっています． 

新理事会の正式なメンバーは次号以降の会報

で報告される予定です． 

 

 開票前に「選挙管理委員会規定」を定めた上で，

開票作業を実施しました．下記に「選挙管理委員

会規定」及び関係諸規則を掲載しておきます． 

 

--------------------------------------------------------------------- 

日本行動計量学会2014年役員選挙実施に関する 

選挙管理委員会規定 

 

選挙管理委員会 

（総則） 

第1条 本規定は，日本行動計量学会役員選出に

関する細則第11条の「選挙管理委員会規定」

として，開票に際し想定される事態への対応を

事前に定めるものである． 

（有権者） 

第2条 日本行動計量学会役員選出に関する細

則第10条における正会員・シニア会員には，

会費の未納者や長期にわたって住所不明等に

よる連絡不能者（仮に凍結会員と呼ぶ）も含め，

凍結会員を退会者とみなさずに有権者と扱う．

ただし，有権者には，選挙管理委員会が別に定

める日（2014年11月10日）までに理事会が

会則第9条にもとづき退会とみなした者，およ

び選挙の公示の日（2014年12月1日）まで

に自ら退会の申し出を行った者を除く． 

（開票） 

第3条 複数の委員の確認のもと開票を行い，複

数の委員の確認によって記録する 

（無効投票） 

第4条 次の各項に該当する投票については，無

効投票とする． 

(ア) 投票用封筒（以下，内封筒）への封入がない

場合 

(イ) 内封筒に投票者を示す記入をした場合 

(ウ) 投票用紙が所定のものと異なる場合 

(エ) 締切日までに届かなかった場合 
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第5条 次の各項に該当する投票については，た

だちに無効とせず，その都度選挙管理委員会の

合議により判断する． 

(ア) 郵送用の外封筒について記名がない場合 

(イ) 国内からの投函にかかわらず，郵送用の外封

筒が所定のものと異なる場合 

(ウ) 内封筒への封入が完全でない場合 

(エ) 内封筒に投票者を示す記入はないが，それ以

外の何らかの記入がある場合 

(オ) 内封筒が所定のものと異なる場合 

(カ) 投票用紙が所定のものかどうか判断できな

い場合 

(キ) その他，通常と異なる点があり，疑問が生じ

た場合 

（疑問票の計数方法） 

第6条  投票では，理事5名，監事2名を記入す

ることになっているが，空欄を含む投票につい

ても有効とし，票数に数える． 

第7条  同一用紙内で理事又は監事について，同

一氏名を複数回記入した場合は，理事および監

事それぞれについて1票と数える． 

第8条  氏名の誤記等について，本人の同定が自

明である範囲において有効票とする．本人の同

定が自明との判断は，選挙管理委員会の合議に

よる． 

（同一氏名の候補者等に対する投票の効力） 

第9条 同一の氏名，氏又は名の被選挙人が2名

以上ある場合において，その氏名，氏又は名の

みを記載した投票は，有効とする． 

第10条  会員番号の指定がない同姓同名者への

投票，あるいは同一の氏又は名の被選挙人が2

名以上ある場合で氏又は名のみを記載した投

票で，所属などの指定があるため投票先が特定

できる場合は，無効投票とせずに当該被選挙人

への投票として数える．特定可能との判断は，

選挙管理委員会の合議による． 

第11条 第9条の有効投票のうち，第10条の投

票先が特定された投票以外の投票は，当該被選

挙人のその他の有効投票数に応じてあん分し，

それぞれこれに加えるものとする． 

（当選人の決定） 

第12条 理事は有効投票の最多数を得た人から

25名を当選人とする． 

第13条 監事は有効投票の最多数を得た人から2

名を当選人とする．ただし，当選人が理事にお

いても当選人となった場合は，理事を優先し，

その場合第3位以下の人を順次繰り上げ当選

人とする． 

第14条 理事および監事の最下位の当選人にお

いて同点者が出た場合には，抽選によって当選

者を定める． 

（次点者の取り扱い） 

第15条 監事の次点については，5名まで順位を

つけて選挙管理委員会で記録する． 

第16条 理事の次点は（欠員補充がなされないた

め）記録の必要はないが，日本行動計量学会役

員選出に関する細則第15条での理事追加に際

する参考資料として，選挙管理委員会内で同点

5位まで記録する． 

（当選人の報告） 

第17条 選挙管理委員会は，開票の結果を理事会

に報告し，当選人の決定を確認する． 

第18条 当選人が決定したときは，選挙管理委員

会は当選人に当選の旨を通知する． 

（その他の疑義） 

第19条 その他の疑義が生じた場合は，その都度

選挙管理委員会において決定する． 

（2015年1月26日） 

注）選挙管理委員会規定は，開票に際しての選挙管理

委員会の内部規定である．規定16条の記載にある参考

資料とする慣行は，理事会では採用していない． 

日本行動計量学会 役員選出に関する細則(抜粋) 

8．理事および監事は，郵送による無記名投票と

する． 

10．理事および監事の選挙人および被選挙人は，

選挙を行う年の 4 月 1 日現在における正会

員・シニア会員であり，かつ選挙管理委員会が

別に定める日までに引き続き正会員・シニア会

員である者に限られる． 

11．選挙実施の細部については，別に選挙管理

委員会規定を定める． 

12．理事および監事の当選人は，原則として，

その就任を辞退できない．やむをえない事情で

就任できない場合には，理事は欠員のままと

し，監事は次点者を繰り上げて当選人とする．

また，任期中に欠員が生じた場合には，理事は

欠員のままとし，監事は次点者を繰り上げて補

充する． 

15．選挙された25名の理事による理事会が，そ

の合議により5名以内の理事を追加する場合，

専攻分野，地域分布などについて選挙された理

事とのバランスを考慮して選ぶものとする． 
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【シリーズ海外レポート⑩】 

 

子どもの健康と環境に関する全国調査 

 城川 美佳（富山大学） 

 

「エコチル調査」をご存知だろうか．私は昨年

度から係わり始めて，今やつま先から頭の上まで

どっぷりと浸かっているので，どのぐらいの方々

がご存知かわからなくなってしまった（研究者と

してのジレンマです．とほほ）．本文のタイトルが

正式名称である．環境の「エコ」と子どもを示す

「チルドレン」からとった略称が「エコチル調査」

となる．環境省が主体となって，2011年から行わ

れている全国規模のコホート（パネルによる追跡）

調査を指す． 

近年，子どもの健康について様々な指摘がなさ

れている．曰く，「アレルギーを持つ子が増えた」，

「様々な疾患に罹る子どもが増えた」，「最近の子

どもは，すぐキレる」，云々である．その原因とし

て食事や生活習慣，また屋内外に存在する化学物

質等が挙げられているが，実際のところ「どの物

質」に「どの程度の量や頻度」で曝露されたとき

に「どの疾患」に罹るのか，あるいは「どのよう

な状態」になるのか，といった明確な関連性を示

す知見は少ない．それだけでなく，「子どもを取り

巻く環境」という言葉には，化学物質のみならず，

生活習慣，遺伝要因，社会要因も含まれるわけで，

その関連性を明確にするには膨大な対象者が必要

である．そこで，企画・開始されたのがこの調査

である． 

3 年間かけて約 10 万人の妊娠期女性に参加協

力の同意を頂戴（リクルート期：2014 年 3 月終

了）し，この方々が出産された後は，お子さんが

13歳になるまで，お子さんの身体とこころの調子

や周りの環境について，主に質問票調査で追跡す

る．一部の方には，生活環境の測定や検査も受け

ていただく．10万人という数字は，関連を検証し

たい様々な疾患の出現頻度に基づいて算出されて

いるので，できる限り多くの方に 13 歳になるま

で調査参加を継続していただく必要がある．（いや

～，文字にするとたったこれだけだが，継続して

いただくための苦労と言ったら……．） 

世論調査ではパネルは断面調査に用いられる

ことが多いため，13年間もの長期に亘った追跡調

査での回収率や脱落，調査協力中止に係わる要因

についての先行研究が少ない．調査法を検討して

きた身としては，どんな要因が回答や脱落に係わ

るのだろうか，どのタイミングで復帰するのだろ

うか，等々，調査研究の内容ではない周辺部分が

気になるところである．また，この調査に協力く

ださっている方々には，その覚悟に頭が下がる一

方で，結果が自身に反映されないこの調査のどこ

に惹かれて協力する気になったのか，伺ってみた

い気もする． 

ところで，なぜ「海外レポート」に日本で行わ

れている調査なのか．それは，この調査が行われ

るきっかけが，1997年に行われたG8環境大臣会

合にあるからである．その際に出されたマイアミ

宣言は子どもの健康を環境汚染から守るための協

力に合意するもので，2009年のG8環境大臣会合

では，小児環境保健に関する調査研究の国際協力

が合意された．このような背景を持つエコチル調

査は，国際機関や各国の連携が当初から検討され

ている．2011年には，WHOによって「次世代の

大規模出生コホート調査の協調に関する国際作業

グループ」なるものも設立され，各国（ドイツ，

アメリカ，中国，フランス，日本）のコホート研

究の協調と連携を図っている． 

各国間で調査結果を比較するためには，調査手

法やパネルの設計，また質問票設計等，またもや

調査研究の中心部分から離れた場所が気になって

くる．しかしながら，日本の片隅に居ながらにし

て，係わっている調査の先に世界を感じることが

できるのも一興に思う，今日この頃である． 

 

城川 美佳(きがわ・みか) 

富山大学大学院医学薬学研究

科 助教 

北里大学衛生学部卒業．2002年博士

（医学）取得．2013年より現職．2009

年より当学会広報委員.． 
 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 144 号                                 2015 年 3 月 1 日 

11 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

 

☆日本分類学会33回大会 

開催日：2015年3月2日～3日 

開催場所： 帝京大学霞が関キャンパス 

http://www.yokoyamalab.org/societies/jcs33rdm

eeting/ 

 

☆ＮＨＫ文研フォーラム2015 

開催日：2015年3月3日～5日 

開催場所：千代田放送会館 

http://www.nhk.or.jp/bunken/forum 

 

☆広島ベイズ塾第2回ベイズ推定ワークショップ 

開催日：2015年3月4日 

開催場所：広島大学総合科学部講義棟K209 

http://kokucheese.com/event/index/265495/ 

 

☆第8回21世紀科学と人間シンポジウム 

開催日：2015年3月6日～7日 

開催場所：東京工科大学蒲田キャンパス3号館 

https://sites.google.com/site/scihum21c/home 

 

☆第9回日本統計学会春季集会 

開催日：2015年3月8日 

開催場所： 明治大学中野キャンパス 

http://www.jss.gr.jp/ja/convention/spring/09/JSS

spring2015.html 

 

 

 

 

 

☆2015年度日本計量生物学会年会 

開催日：2015年3月12日～13日 

開催場所：京都大学医学部芝蘭会館稲盛ホール 

http://www.biometrics.gr.jp/news/all/20150210.

pdf 

 

☆ソーシャル・キャピタルワークショップ 

開催日：2015年3月13日 

開催場所：日本大学法学部10号館3階・4階 

 

☆応用統計学会2015年度年会 

開催日：2015年3月14日 

開催場所：京都大学医学部芝蘭会館稲盛ホール 

http://www.applstat.gr.jp/annual/annual2015.p

df 

 

☆第35回社会言語科学会研究大会 

開催日：2015年3月14日～15日 

開催場所：東京女子大学 

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆数理社会学会第59回大会 

開催日：2015年3月14日～15日 

開催場所：久留米大学御井キャンパス 

http://www.jams-sociology.org/?p=1208 

 

☆日本発達心理学会第26回大会 

開催日：2015年3月20日～22日 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

https://confit.atlas.jp/jsdp2015 

 

☆第10回日本感性工学会春季大会 

開催日：2015年3月28日～29日 

開催場所：京都女子大学 

http://www.jske.org/taikai/jske10s/ 

 

☆AAPOR 70th Annual Conference 

開催日：2015年5月14日～17日 

開催場所： Westin Diplomat Resort & Spa, 

Hollywood, Florida 

http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_Confere

nce.htm#.UoIK3OKGdzQ 

 

http://www.yokoyamalab.org/societies/jcs33rdmeeting/
http://www.yokoyamalab.org/societies/jcs33rdmeeting/
http://www.nhk.or.jp/bunken/forum
http://kokucheese.com/event/index/265495/
https://sites.google.com/site/scihum21c/home
http://www.jss.gr.jp/ja/convention/spring/09/JSSspring2015.html
http://www.jss.gr.jp/ja/convention/spring/09/JSSspring2015.html
http://www.biometrics.gr.jp/news/all/20150210.pdf
http://www.biometrics.gr.jp/news/all/20150210.pdf
http://www.applstat.gr.jp/annual/annual2015.pdf
http://www.applstat.gr.jp/annual/annual2015.pdf
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
https://confit.atlas.jp/jsdp2015
http://www.jske.org/taikai/jske10s/
http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_Conference.htm#.UoIK3OKGdzQ
http://www.aapor.org/AAPOR_Annual_Conference.htm#.UoIK3OKGdzQ
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☆日本計算機統計学会第29回大会 

開催日：2015年5月14日～15日 

開催場所： 山梨県立図書館 

演題提出締切：2015年3月27日 

http://jscs.jp/taikai/29/ 

 

☆日本方言研究会第100回研究発表会 

開催日：2015年5月22日 

開催場所： 甲南大学 

 

☆日本語学会2015年度春季大会 

開催日：2015年5月23日～24日 

開催場所：関西学院大学西宮上ヶ原キャンパス 

 

☆マーケティング・サイエンス学会第97回研究

大会 

開催日：2015年6月13日～14日 

開催場所：大阪府立大学 

http://www.jims.gr.jp/conf.php 

 

☆WAPOR 68th Annual Conference 

開催日：2015年6月16日～19日 

開催場所： Buenos Aires, Argentina 

www.waporbuenosaires2015.org 

 

☆日本言語学会第150回大会 

開催日：2015年6月20日～21日 

開催場所：大東文化大学板橋キャンパス 

http://www.ls-japan.org/modules/documents/ind

ex.php?cat_id=30 

 

☆日本認知心理学会第13回大会 

開催日：2015年7月4日～5日 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2015/to

p 

 

☆第23回日本健康教育学会学術大会 

開催日：2015年7月4日～5日 

開催場所：前橋市中央公民館 

演題提出締切：2015年3月31日

http://www.knt.co.jp/ec/2015/24nkkg/ 

 

☆第47回日本医学教育学会大会 

開催日：2015年7月24日～25日 

開催場所：朱鷺メッセ 

演題提出締切：2015年3月31日

http://shinsen.biz/jsme47/index.html 

 

☆第56回日本社会医学会総会 

開催日：2015年7月25日～26日 

開催場所：久留米大学医学部 

http://www.conks.jp/jssm56/ 

 

☆日本看護研究学会第41回学術集会 

開催日：2015年8月22日～23日 

開催場所：広島国際会議場 

http://jsnr41.jp/ 

 

☆日本教育心理学会第57回総会 

開催日：2015年8月26日～28日 

開催場所：朱鷺メッセ 

演題提出締切：2015年3月9日 

 

☆第25回日本家族社会学会大会 

開催日：2015年9月5日～6日 

開催場所：追手門学院大学 

 

☆2015年度統計関連学会連合大会 

開催日：2015年9月6日～9日 

開催場所：岡山大学津島キャンパス 

 

☆日本テスト学会第13回大会 

開催日：2015年9月10日～11日 

開催場所：関西大学 

 

☆第88回日本社会学会大会 

開催日：2015年9月19日～20日 

開催場所：早稲田大学 

演題提出締切：2015年5月20日 

 

☆計量国語学会第59回大会 

開催日：2015年9月26日 

開催場所：神戸大学 

 

 

http://jscs.jp/taikai/29/
http://www.jims.gr.jp/conf.php
http://www.waporbuenosaires2015.org/
http://www.ls-japan.org/modules/documents/index.php?cat_id=30
http://www.ls-japan.org/modules/documents/index.php?cat_id=30
https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2015/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2015/top
http://www.knt.co.jp/ec/2015/24nkkg/
http://shinsen.biz/jsme47/index.html
http://www.conks.jp/jssm56/
http://jsnr41.jp/
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☆第29回日本音声学会全国大会 

開催日：2015年10月3日～4日 

開催場所：神戸大学鶴甲キャンパス 

 

☆第31回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

（ICP2016）  

開催日：2016年7月24日～29日 

開催場所：パシフィコ横浜 

演題提出締切：2015年5月1日 

http://www.icp2016.jp/ 

 

☆The 21th IEA World Congress of Epidemiology 

(WCE2017)  

開催日：2017年6月25日～27日 

開催場所：大宮ソニックシティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公募・求人情報 

 

☆電気通信大学大学院情報システム学研究科教

育工学分野（テニュア・トラック助教）公募のお

知らせ 

〇所属：電気通信大学大学院情報システム学研究

科 

○職名：助教 

○募集人員：1名 

〇採用予定日：2015 年 8 月 1 日（以降のできる

だけ早い時期 

〇任期採用日から5年間（ただし，テニュア教員

への採用が見送られた場合は，転出等の準備の

ために，最長2年間任期を延長可能） 

〇研究対象領域：教育方法，教育実践，教育運営，

教育データ解析，テスト理論，教育システム開

発のいずれかの分野 

○公募書類提出締切日： 

2015 年 3 月 31 日（火）17時必着 

 

〇問い合わせ先：電気通信大学大学院 

情報システム学研究科 教授 植野真臣 

 Ｅ-mail：ueno@ai.is.uec.ac.jp 

○公募情報リンク： 

http://www.is.uec.ac.jp/event/kobo/pdf/ss-1501

.pdf 

 

 

☆公益財団法人生命保険文化センター「平成26

年度生命保険に関する研究助成」のご案内 

公益財団法人生命保険文化センターが，新進研

究者の，生命保険およびこれに関連する研究を支

援することを目的として助成を行います．申請書

提出締切は平成27年4月30日（木）必着です．  

詳細につきましては公益財団法人生命保険文

化センターのホームページをご覧下さい． 

http://www.jili.or.jp/research/josei/index.html 

 

 

 

http://www.icp2016.jp/
mailto:ueno@ai.is.uec.ac.jp
http://www.is.uec.ac.jp/event/kobo/pdf/ss-1501.pdf
http://www.is.uec.ac.jp/event/kobo/pdf/ss-1501.pdf
http://www.jili.or.jp/research/josei/index.html
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会員の著書等 

 

上田隆穂・田島博和・奥瀬喜之・斉藤嘉一（編著） 

『リテールデータ分析入門』 中央経済社，2014

年6月 

 
 

 

 

Hwang, H., and Takane, Y. Genralized 
structured component analysis: A 
component-based approach to structural 
equation modeling. Boca Raton, FL: Chapman 

and Hall/CRC Press, December, 2014 

 

南風原朝和（著） 『続・心理統計学の基礎―統

合的理解を広げ深める』 有斐閣，2014年12月 

 
 

 

 

楠見 孝・道田泰司（編） 『ワードマップ 批判

的思考−21 世紀を生き抜くリテラシーの基盤』 

新曜社，2015年1月 
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橋本昭洋（著） 『DEAフレックス総合評価法: 社

会システム分析への適用』 筑波大学出版会(丸善

出版)，2015年1月 

 
 

 

 

 

竹村和久（著） 『経済心理学』 培風館，2015

年1月 

 
 

 

 

 

 

 

山田剛史（編著） 『Rによる心理学研究法入門』 

北大路書房，2015年2月 
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会員からのお知らせ 

 

Asian Journal of Comparative Politics刊行の

お知らせ 

猪口孝（新潟県立大学） 

 

この度，Sage Publications から英文学術雑誌 

Asian Journal of Comparative Politics を2016

年3月に刊行することになりました．私が編集長

です．アジアの比較政治に焦点をあてた学術雑誌

です．比較政治学は欧米諸国に焦点を宛てられた

文脈で主として欧米中心に発展してきたといって

間違いないと思います． 

比較政治学の主流は欧米の政治制度，政治主体，

政治運動，政治行動，政治意識などを比較するこ

とに発して，比較政治学の概念，理論，分析など

のパラダイムのほとんどが欧米政治の観察分析に

起源をもつものが圧倒的です．しかし，近年では

アジア（東アジア，東南アジア，南アジア，中央

アジア，そして中近東や北アフリカなど）でも比

較政治研究は非常に活発になっております． 

欧米のアジア比較政治研究だけでなく，アジア

あるいはその他の地域発のアジア比較政治研究を

理論的にも概念的にも方法論的にも，そしておそ

らく最も重要なのは経験的な記述分析総合の点で

も，活発化する必要があると思います．ややもす

ると蛸壺になりがちの地域研究にも一つの刺激に

な る と 思 わ れ ま す ． Asian Journal of 

Comparative Politics がひとつの世界フォーラ

ムとなることを目標としています． 

編集委員チームの中核は猪口孝（新潟県立大

学），クリスチャン・コレット（国際基督教大学），

飯田敬輔（東京大学），窪田悠一（新潟県立大学）

です．編集委員会のメンバーはアジアそして世界 

の比較政治学者を糾合しています．いずれ，チー

ムの作業分担，編集委員会の仕事などを画定し，

皆様にもお知らせ致します． 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 日本行動計量学会  

林 文 和文誌編集委員長 宛 

E-mail: jbehaviormetrics@gmail.com 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 

電気通信大学大学院情報システム学研究科 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/bhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号(1974年)に

遡って電子化し，JSTで運用している電子アーカ

イブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて全

文公開(無償での公開)しております．電子アーカ

イブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の著作

権行使（全文電子公開）同意を論文著者から得る

必要があります．1999年の総会以降刊行された論

文については，著作権は日本行動計量学会に帰属

するよう規定が明確に定められましたが，それ以

前に掲載された記事等の著作権は，明確に定めら

れておりませんでした．電子化し公開するに当た

っては，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者のご

了解をいただきました．現在までにお返事をいた

だいていない著者の論文は，本来は著者からの権

利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 

 

 

 

 

 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2015年2月10日現在) 

正会員       ： 767名 （海外7含む） 

準会員       ： 40名  

名誉会員      ： 14名  

賛助会員      ： 20社  

シニア会員     ： 29名  

計         ： 870名  

 

学会誌等寄贈先 ： 

 

8件 

 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 

担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 

Fax. 03-3368-2822 

 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj   

パスワード：1973 

 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法で申し込んで下さい． 

 

 

 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 

担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 

Fax. 03-3368-2822 

 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報(賛助会員企業の求人情報も含む)

などの情報を含め，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞では，出版賞は，過去3 年

程度の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が著

書等を出版されたことをアピールできる数少ない

場であると思いますので，優れた書籍の推薦や情

報などをお寄せ下さいますようお願いいたします．

なお，会員の方がご自身で出版された著書につい

てご連絡いただく際には，書誌情報とともに(出版

社から入手した)書影を後日お送りいただきます

ので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで(次号145号の場合には4月末日)に

お寄せいただければ，直近号に掲載することが可

能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，広報依頼の受付

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
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のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

今号は今期の理事会・広報委員会のもとで発行

する最後の会報になります．今期は，巻頭言や役

員の紹介，海外レポート，会員の著書等のコーナ

ーなどでは画像を積極的に取り入れるなど会報が

目に触れやすくする工夫を行うとともに，「シリー

ズ海外レポート」を広報委員が交代で執筆したり，

役員就任や退任について，逐一会報で掲載するな

ど内容面での記事充実を図ってまいりました．4

月からは，理事会および各委員会の体制が刷新さ

れるかと思います．広報委員会の体制も，白紙の

状態ですが，今後も，これまでと同様に皆様から

のご意見を参考にしながら，皆様のお役に立てる

ような魅力ある充実した会報となるように努めて

いきたいと考えております． 

ご意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思

われる情報などございましたら広報依頼の受付の

ページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

 

(なかやま あつほ，中山 厚穂) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：松本渉 

 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・ 

鄭躍軍・朴堯星・星野崇宏・ 

山田剛史 

 

相談役：森裕一 

 

 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

